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この要約版では、ユニリーバの影響
の最も重要な部分をまとめています。
オンラインのサステナビリティ・レポー
ト（英語）では、ユニリーバのポリシー
と実績について皆さまに知っていただ
くために、要約版の項目以外にもさ
まざまな報告およびデータをご用意し
ています。36 ページをご覧下さい。

www.unilever.com/
sustainability（英語）

*2009 年のデータは暫定的なものです。詳細は 35 ページの「デロイト社による保証」の注をご覧ください。
** アジアを中心に展開している石けんなどのブランド。

製品のバリュー・チェーンすべてで環境負荷を減らしながら、
ビジネスを 2倍にするという新しいビジョンを掲げました。

現在、ユニリーバの食品の 44%が、飽和脂肪およびトランス脂肪、糖分、塩分に

関して国際ガイドラインの基準を満たしています。

現在、購入しているパーム油の 15% が、
グリーンパーム認証の持続可能な農法によって
生産されたものです

「ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・ワールド・

インデックス」において、11 年連続で

食品業界のセクターリーダーに

選ばれました。これを達成した企業はユニリー

バだけです。

世界歯科連盟（FDI）と協力し、世界各地
で「ブラッシュ・デイ・アンド・ナイト（朝
と夜に歯みがきを）」キャンペーンを開始
しました。

ライフボーイ** は 23カ国で
「世界手洗いデー」を推進し、

数百万人がこれに参加しました。

現在、ユニリーバが世界中で使用している
紅茶の 15%が、レインフォレスト・アライ
アンス認証茶園から購入したものです。

製造工程における環境負荷を次のように削減しました。

エネルギーから排出される CO2 を 41%* 削減
水の使用を 65%* 削減
総廃棄物を 73%* 削減

（1995 年から 2009 年にわたり、生産量 1トンあたりで測定）
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ごあいさつ
2009 年はユニリーバにとって良い年でした。厳しい経済状況に
かかわらず、力強い成長を続け、長期的に必要となるさまざまな
基盤を築くこともできました。それと同時に、世界中の数十億人
の消費者の皆さまに心も体も元気で美しく、充実した日々を送っ
ていただけるよう製品をお届けしました。

新たなビジョン
2009 年ユニリーバは、新たなビジョンを掲げま
した。それは製品のバリュー・チェーン全体で
環境負荷を減らしながら、ビジネスを 2 倍にす
るというものです。この取り組みはユニリーバに
とって大変な挑戦です。私たちが述べているの
は無条件での削減であり、原材料の調達から消
費者の皆さまが製品を使用し廃棄するまで、ま
さにバリュー・チェーン全体にわたるすべての負
荷を対象とします。簡単にいえば、私たちは成
長を環境負荷から切り離そうとしているのです。

出発点
そのような挑戦をどこから始めればよいでしょう
か。

第 1 に、自社内の問題に取り組まなければなり
ません。この 15 年間、ユニリーバは自社工場
で環境効率を大きく改善してきました。生産量
1トンあたりに使用するエネルギーからの CO2

を 41%*、水の使用を 65%*、廃棄物の総量を
73%* 減少させました。目標の達成にはさらに
努力が必要であることを私たちは認識し、成し
遂げる計画があります。

バリュー・チェーン全体への働きかけ
ユニリーバが環境に与える最大の負荷は、製品
の製造によるものではありません。264 の工場
はユニリーバの CO2 排出のほんの一部を占め
るにすぎません。世界中で環境に最大の影響を
及ぼしているのは、バリュー・チェーンの端にあ
る原材料の調達であり、またもう一方の端にあ
る、消費者の皆さまによる製品の使用です。

これらの問題はユニリーバだけで解決すること
はできません。NGO、カスタマー、その他のパー
トナーとともに、私たちはバリュー・チェーンの
各段階でこれら問題に対処すべく、プログラム
や取り組みを進めています。

食品会社でもあるユニリーバは、その原材料
の半分を農林業から得ています。主要作物の
すべてを持続可能な農法の生産者から購入す
ることが、私たちの目標です。すでに多くの領
域で計画を進めており、パーム油では全体の
15% をグリーンパーム認証の生産者から得て
います。「持続可能なパーム油のための円卓会
議（RSPO）」の設立メンバーとして、ユニリー

バは業界が持続可能なパーム油へと移行するこ
とを支援しています。私たちは 2015 年までに
100% を持続可能な農法の生産者から調達す
るという目標を設定しています。

紅茶に関しても同様です。現在私たちは、世界
全体で紅茶のおよそ 15% を認証された持続可
能な農法の生産者から調達しています。このよ
うな取り組みは環境保護の助けとなるばかりで
はなく、数百万の人々の生活にもよい影響を与
えます。ケニアだけでも 3 万 8,000 の小規模
茶園がレインフォレスト・アライアンスの認証を
獲得しました。また、2015 年までにリプトンの
ティーバッグ用紅茶すべてを持続可能な農法の
生産者から調達することを目標にしています。

アイスクリーム製品ではまた別の課題がありま
す。それは、世界中に所有している店頭アイス
クリーム冷却ボックスを環境に優しいハイドロ
カーボン式冷却装置に変えていくことです。

しかしながら、最終的には消費者の皆さまに行
動を変えていただかなければ、サステナビリティ
の目標は達成できません。私たちの多くの製品
では、環境負荷のおよそ 70% が消費者の皆さ
まが使用される際に生まれます。洗剤はその代
表的な例であり、洗濯の温度と頻度がエネル
ギーと水の使用量に多大な影響を及ぼします。
オモ、パーシル、サーフのブランドで展開する「ク
リーナー・プラネット・プラン（美しい地球のた
めのプラン）」は、資源効率のよい洗濯方法を
消費者の皆さまにお伝えし、習慣を変えていく
プログラムです。

社会問題と環境問題への取り組み
社会問題でもユニリーバは成果を上げています。
子どもたちとその家族に手洗いの大切さを伝え
るライフボーイ・プログラムは、2002 年以来 1
億 3,300 万以上の人々を対象としてきました。
ベン＆ジェリーズはフェアトレードへの移行を発
表しました。インドでは現在、シャクティの流
通ネットワークに 4 万 5,000 人の女性が雇用さ
れています。これによってインドの村々に住む 8
億もの人々に私たちの製品を届けやすくするだ
けでなく、同時に多くの家族に生計の道と尊厳
ある暮らしを提供することになるのです。

ともに歩む
このように、ユニリーバはさまざまなステークホ
ルダーとともに歩んでいます。これは、創業以来、
事業活動の中核にあります。現在、私たちは例
えば気候変動、水不足、貧困、栄養不足など、
多くの課題に直面しています。ユニリーバは、こ
うした課題にも、ともに歩むことで対応していこ
うと考えています。

一方で、私たち自身の課題にも取り組んできま
した。パキスタンでの労働契約や一部のパーム
油サプライヤーへの非難といった問題に対し、
迅速に、また透明性をもって対応してきました。

こうした問題に関して本レポートでご報告いたし
ます。この報告は、真に持続可能な成長を実現
するかという本質的な問題に対して、ユニリー
バが各地でどのように取り組んでいるのかを公
正な視点から明らかにしてくれるでしょう。

ポール・ポルマン
最高経営責任者

*2009 年のデータは暫定的なものです。35 ページの注をご覧ください。
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ユニリーバは世界をリードする消費財メーカーで
あり、170 カ国で製品を販売しています。食品、
ホームケア、パーソナルケアの多彩なブランドは、
世界中で消費者の皆さまから厚い信頼をよせら
れています。

ユニリーバの上位 13 のブランドは、総額 230
億ユーロを超える売上を達成し、上位 25 のブ
ランドは、売上の 75% 近くを占めています。

私たちはどの地域でも、消費者の皆さま、カス
タマー、サプライヤー、株主の皆さまとともにあ
ります。このようなユニリーバのビジネスを、私
たちは「マルチローカル・マルチナショナル」と
いう言葉で表現しています。ビジネスを展開す
る地域社会の一員として重要な役割を果たしな
がら、どの地域でも皆さまのために私たちが持
つ国際的な専門知識を提供します。

ユニリーバのビジネスとブランド
ユニリーバの製品は、毎日 20 億人もの消費者の方々
にご愛用いただいています。これは、ユニリーバが皆
さまの日々の暮らしをより良くすることができるとい
うことです。

ユニリーバの上位13ブランド ユニリーバがリードする製品カテゴリー 

世界第1位 調味料
ドレッシング
アイスクリーム
デオドラント

スプレッド
紅茶
スキンケア

世界第2位 衣料用洗剤
ヘアケア

世界第3位 住居用洗剤
オーラルケア

売上高

398億2,300万
ユーロ

一 部 の ブ ラ ンド は 、国 に
よって 別 の 名 称 で 販 売 さ
れている場 合 が あります。

（約5兆1,800億円）
32% 30% 38%



1 ユーロ 130.1 円で換算（2009 年 12 月現在）

2009

l �北南米

l �西ヨーロッパ

l アジア、アフリカ、

　 中央および東ヨーロッパ
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製品カテゴリー別の主要実績 

調味料、ドレッシング、スプレッド

売上高132億5,600万
ユーロ　（0.1％）増前年比

　　　（約1兆7,200億円）

パーソナルケア

売上高118億4,600万
ユーロ　（5.3％）増前年比

　　　（約1兆5,400億円）

アイスクリーム、飲料

売上高   77億5,300万万
ユーロ　（4.0％）増前年比

　　　（約1兆100億円）

ホームケア

売上高   69億6,800万
ユーロ　（7.1％）増前年比

　　　（約9,100億円）
 

商品およびサービスの購入

285億4,900万
ユーロ

従業員数（2009年末）

16万3,000人

25% 17% 58%

営業利益

50億2,000万
ユーロ

（約6,500億円） （約3兆7,100億円）
37% 25% 38% 32% 31% 37%



原材料およびパッケージx10 x1 x1

原材料x10 消費者x10x1 x1

*2009 年のデータは暫定的なものです。35 ページの注をご覧ください。
** 製品のライフサイクル全体から排出される温室効果ガスを CO2 で量で表したもの。
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ユニリーバの影響力

ユニリーバの水資源の使用量（推定） 
私たちの環境負荷は、主に原材料の栽培と消費者の
皆さまによる製品の使用により生じます。

ユニリーバの事業所
ユニリーバは工場と
オフィスで水を使用
しています。

パッケージ
紙、プラスチック、ガ
ラス、金属などのパッ
ケージの 生 産 に 水 が
使用されます。

消費者
ホームケアおよびパーソナルケ
ア製品に関しては、消費者の
皆さまによる使用により「下流」
において最大の負荷が生じま
す。身体を洗ったり洗濯したり
するのには水が必要です。皆
さまが毎日必要とする水の大
部分を占めています。

私たちのビジネスとブランドは、原材料の購入から包装、
製造、物流、消費者の皆さまによるご使用と廃棄に至
るまで、ライフサイクルのどの段階でも影響力を持って
います。

カーボンフットプリント**
（推定） 

消費者の皆さまによる製品の使用が、ユニリーバ
の環境負荷の非常に大きな部分を占めています。

原材料
原材料となる農作物およ
び化学物質の調達は、「上
流 」で の CO2 負荷の大
きな部分を占めています。

パッケージ
1次および 2 次包装。紙、
プラスチック、ガラス、
金属など

ベン＆ジェリーズのケア
リング・デイリー・プロ
グラムは、酪 農 家 がエ
ネルギーと水の 使 用を
削減するのを支援してい

ます。

物流
道 路、鉄 路、海 路など、
さ ま ざ ま な 経 路 に よる 
工場から店頭への製品の
物流

ユニリーバの事業所
工 場（ 協 力 工 場 も含
む）、出張、建物

原材料
ユニリーバの食品に関し
ては、原材料となる農作
物を栽培する際の「上流」
での水の使用が主となり
ます。

作物の栽培および
灌漑に水は不可欠です。

ユニリーバの持続可能な
農業プログラムは、灌漑
の改善などにより水使用
を効率的にし、インドで
は小型キュウリ栽培農家
で、ブラジルで はトマト
栽培農家で、水の使用を
そ れ ぞ れ 70% と 30%
削減しました（25 ページ）。

原材料
原材料費、包装材料費、再販
費として、153億ユーロ（約1兆
9,900億円）が1万を超えるサ
プライヤーに対して支払われました。

ユニリーバは世界の紅茶の12%、パーム油の3%を
購入しています。

製造
世界中に264のユニリーバの
工場があります。

1995年以来、生産量1トンあたりの環境効率を継続的
に改善してきました。
エネルギーからのCO2－41%*
水の使用－65%*
総廃棄物－73%*



消費者x30-60
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コンフォート・ワン・リン
スはすすぎ用の水が少なく
て済む製品です。ユニリー
バはこのような水の使用量
の少ない製品を開発する
ために革新的技術を使用
しています（26 ページ）。

サシェのごみを削減する
ため、アジ アでエネル
ギー回収技術の実験を
行 って いま す（29 ペー
ジ）。
英 国では、スプレー容
器の大規模なリサイクル
を進めています（29 ペー
ジ）。

液体洗剤および粉末洗剤
のエネルギーとパッケー
ジの削減に注力してきま
した。現在、洗剤ブラン
ドの「クリ－ナー・プラネッ
ト・プラン（美しい地球の
ためのプラン）」を通じて、
消費者の皆さまにも協力
いただけるよう働きかけ
ています（23 ページ）。

消費者
料 理したり、 紅 茶 を い
れるためのエネルギー、
シャワー や 洗 濯、食 器
洗いで使うお湯など、消
費者の皆さまはユニリー
バの製品を使 用すると
きにエネルギーを必要と
します。

消費者の皆さまによる負
荷には、製品パッケージ
の廃棄も含まれます。

多くの国で水不足への関心が高
まっています。

「プロジェクト・スプラッシュ」は
グレイウォーター（食器洗いや
洗濯などに使われた水）再利用
を研究しています（26 ページ）。

消費者
1日に20億人の消費者の皆さまが
ユニリーバ製品を使用しています。

1年に1,250億回、ユニリーバの洗剤で
洗濯しています。

240万トンのパッケージがユニリーバの工場、物流シス
テム、消費者の皆さまのもとで、リサイクルまたは廃棄
されています。

物流
途上国および新興国市場からの
売上が約50%を占めています。

10の主要小売チェーンを通じて売上の約
20%を販売しています。

途上国および新興国市場では、1,000万以上の小規模
小売店でユニリーバ製品が販売されています。
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よりよい明日を創るために
2009 年 11 月、私たちは、製品のバリュー・チェー
ンすべてで環境負荷を減らしながら、ビジネスを
2 倍にするという新しいビジョンを掲げました。

世界はいま、変わりつつあります。地球の人口
は増え続けています。世界中で所得が増加し、
消費財の需要はますます増大しています。消
費財は、原料として、また燃料として天然資源
を使用しますが、天然資源には限りがありま
す。気候変動は、環境問題にとどまらず、経
済・社会にとっても大きな脅威になります。ユ
ニリーバの新しいビジョンは、こうした世界の
変化に対応しています。

消費
者

市場動向オ
ピ
ニ
オ
ン
・

リ
ー
ダ
ー

社会

経済

環
境

ブランド／
製品への影響

ブランド／
製品による影響

ブランド・インプリント プロセス

ユニリーバは、ビジネスの成長という目標を実
現するためには、製品のバリュー・チェーン全
体で環境負荷を削減しなければならないことを
理解しています。そのため、原材料の調達、製
品の製造、物流、消費者の皆さまによる使用、
パッケージの廃棄までのすべての段階を視野に
入れ、さまざまな取り組みを進めています。

ビジネスの成長と環境を両立させる新たなビジ
ネス・モデルの構築をめざして、サプライヤー、
カスタマー、その他のビジネス・パートナーとも
協力し、長期的なプログラムにも着手しました。

ユニリーバは、強いブランド・ポートフォリオを
有し、新興国市場でも大きな存在感を持ってい
ます。そして、世界各国で同じ価値観のもと、
環境や社会への取り組みを続けてきました。だ
からこそ、この新しいビジョンを実現することが
できると信じています。

ユニリーバの歴史とサステナビリティ
100 年以上前、ユニリーバの創始者は、世界
で初めて消費財のブランドをつくりました。それ
は、揺るぎない価値観を持ったビジネスの始ま
りでもありました。人と社会を輝かせる企業で
ありたい。その想いは、世界の変化に合わせて
かたちを変えながら、今もユニリーバに受け継
がれています。

1990 年代、ユニリーバは、ビジネス戦略とサス
テナビリティへの取り組みを統合することを正式
に発表しました。2005 年には、ブランド・イン
プリントというプロセスを採用し、サステナビリ
ティをブランド戦略に組み込み始めました。その
後、ブランド・インプリントは、ユニリーバのす
べての製品カテゴリーに導入されました。現在
では、すべての主要ブランドの製品開発計画に、
環境・社会への配慮が組み込まれています。

この取り組みは、一つひとつのブランドを超え、
企業ブランドへも広がりを見せています。ユニ
リーバの取り組みが消費者の皆さまの目に触
れ、より身近なものになるよう、模索しています。

ユニリーバのビジョン

私たちは、毎日、よりよい未来を創っていきます。
心も体も元気で美しく、より充実した日々を送りたい方のために、
そして環境や社会のために、優れたブランドとサービスをお届けします。
ユニリーバは、皆さまとともに小さな行動を毎日積み重ねることが、
世界を変える大きな力になると信じています。 
環境負荷を減らしながら、ビジネスの規模を２倍にすることをめざして、
ユニリーバは新しいビジネス・モデルを創出します。




